
 

〔需要期や出荷形態の変化に応じた小笠原特産果樹の栽培技術開発〕 

農業センター育成カンキツ品種の栽培技術の確立 

～「菊池レモン」の施設栽培における春～秋期の被覆資材除去の検討（定植４年目）～ 

宮地尚樹 

（小笠原農セ） 

-------------------------------------------------------------------------------- 

【要 約】定植４年目の「菊池レモン」の施設栽培では，春～秋期に被覆資材を除去して

も，通年被覆した場合と比べて開花期・収穫期が変わらない。夏の強い徒長枝は，通年被

覆すると 1樹あたり 25.5 本発生し，被覆除去すると１樹あたり 15 本発生する。

-------------------------------------------------------------------------------- 

【目 的】 

2021 年度までに，「菊池レモン」を施設で栽培することで，早期成木化による増収が望

めること，さらに開花期・収穫期が前進して国産レモンの流通が少ない時期に果実を収穫

できることを明らかにした。一方，夏に強い徒長枝が発生することや，害虫密度が高まる

ことが懸念される。そこで，春から秋頃にかけて被覆資材を除去する栽培技術を検討する。 

【方 法】 

 2020年１月に間口5.4m，奥行9.0mのビニルハウス２棟に「菊池レモン」取木苗を各３樹

定植した（栽植密度61樹/10ａ）。１棟は農POフィルムと防鳥ネットを二重で通年展張し（通

年被覆区），もう１棟は毎年４月から11月までの期間，農POフィルムを除去して防鳥ネット

のみ展張した（被覆除去区）。樹冠容積の推移，徒長枝の発生状況，開花時期および収穫量

を調査した。また収穫ごとに１果120g以上の果実を無作為に５果まで選び，果実品質を調

査した。病害虫は，発生状況を見ながら適宜防除した。なお，2022年7月に被覆除去区で1

樹が枯死し，2023年7月に通年被覆区で1樹が枯死したため，調査は各区２樹で行った。 

【成果の概要】 

１．被覆除去区で日最高気温が低く推移した。日最低気温に差は見られなかった（図１）。 

２．通年被覆区では，８～10月頃に樹冠容積が拡大した（図２）。2023年夏に発生し，10月

時点で直径が概ね１㎝以上となった徒長枝の数は，通年被覆区で25.5本/樹，被覆除去区

で15本/樹だった。 

３．2023年は両区とも２月９日に開花が始まり，３月上旬に盛期を迎えた（表１）。収穫は

７月20日に始まり，８月上中旬に盛期を迎えた。年間収穫量は通年被覆区で1.2ｔ/10ａ，

被覆除去区で1.7ｔ/10ａだった（図３）。 

４．果実品質に大きな違いはみられなかった。被覆除去区で果実のかいよう病被害をわず

かに認めた（表２）。 

５．通年被覆区で計９回（ボルドー剤１回，殺ダニ剤７回），被覆除去区で計11回（ボルド

ー剤５回，殺ダニ剤５回）薬剤散布した（2023年１月～10月 予防的な散布も含む）。 

６．被覆資材の除去および再展張作業は，５名程度で行い，被覆除去で40分/棟，再展張で

120分/棟の時間を要した（１棟：48㎡）。 

【残された課題・成果の活用・留意点】 

１．定植５年目も引き続き調査を行う。 
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図３ 収穫量の推移（2023 年） 

図１ 施設内の気温 aの推移（2022 年３月～2023 年 10 月） 
a）日最高気温、日平均気温、日最低気温の月ごとの平均値 

図２ 樹冠容積 aの推移 a）東西幅×南北幅×高さ×0.7 で算出 

表１ 開花状況（2023 年） 「蕾」は着蕾している状況、「花」は開花している状況を示す 

表２ 果実品質および病害虫被害果率（2023 年） 1 果 120g 以上の果実から無作為抽出調査 


